
日

自然の美しさを生かし、観光都市づくり
にづとめる。
0 肱IIIの流れや、その周囲をきれいにする。

0 道路や公園をととのえ、まちぜんたいを気持よく

す る 。 ( 大 洲 市 民 憲 章 }

ム J

旧
金
鶏
製
章
叙
一

賜

者

等

へ

一

銀
杯
と
書
状
、
未
請
、
次
者
一

は

今

す

ぐ

に

一

ユ
一
旧
金
鶏
勲
章
叙
賜
、
一
時
金
受
給
者
↑

河
一
で
、
次
に
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
銀
杯
一

か
一
と
害
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。
該
当
者
で
ま
一

叫
一
だ
未
請
求
の
か
た
は
た
だ
ち
に
市
福
祉
一

ぎ
一
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一

位
一
一
、
昭
和
十
五
年
四
月

4

十
九
日
付
け
一

れ
一
で
金
鶏
勲
章
義
賜
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
一

マ
一
一
時
賜
金
♂
賜
金
関
節
債
券
)
を
受
一
給
一

階
一
さ
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。
一

臣
一
二
、
昭
一
利
三
十
八
年
同
月
一
日
に
日
本
一

一
同
籍
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
一

言
一
、
叙
賜
者
が
昭
和
一
二
十
八
年
同
月
二

一
日
以
後
に
死
亡
し
た
場
合
、
死
亡
さ
れ
一

一

た

か

た

の

遺

族

。

一

一

一

捕

か

く

の

完

全

実

胞

に

つ

い

て

地

域

一
そ
の
他
詳
し
い
と
と
は
、
市
信
祉
事
一

一
務
所
へ
お
た
ず
幻
く
だ
さ
い
。
一
ぐ
る
み
の
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
不
用
犬
質
上
げ
料
金

一
頭
に
つ
き
一
一
一

0
0円
を
、
七
月

一
日
か
ら
五
つ

O
円
に
改
正
し
ま

す。

「
(
血
制
施
設
は
、
三
千
九
百
五
十
九

平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
総
工
費
一
一
一

千
四
百
四
万
六
千
円
で
着
工
し
、
鉄
筋

コ
ン
ク
D
1ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
平
屋
還

で
管
理
棟
収
容
棟
あ
わ
せ
て
八
百
十
平

方
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
ま
し
た
。

胞
設
に
は
、
居
室
(
二
人
部
屋
、

食
堂
、
集
会
室
、
事
務
室
、
面
従
室
、

静
養
室
、
医
務
室
、
宿
問
答
、
由
民
母
室

mg吋
機
械
中
南
等
が
あ
り
、
全
館
開
眼
房

一
完
備
、
近
代
的
な
新
ホ
i
ム
と
し
て
整

養
護
老
人
ホ

l
ム
「
清
和
国
」
が
庁
一

一
備
し
ま
し
た
。

木
大
洲
育
筑
閥
横
に
新
施
設
を
完
成
、
一

一
新
ホ
l
ム
の
篭
設
泊
は
、
閑
静
で
、

六
月
七
日
移
転
レ
ま
し
た
o

一

い
ま
ま
で
鉄
砲
町
に
あ
ぺ
た
浦
和
園
一
環
績
が
よ
く
、
ま
た
居
室
は
理
想
的
な

は
、
昭
和
二
十
八
年
に
定
鼓
さ
れ
た
も
一
一
丈
部
屋
で
楽
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い

の
で
、
木
造
一
層
建
の
附
設
が
老
朽
化
一
ま
す
。

ム
し
、
ま
た
市
街
地
の
中
心
に
あ
り
老
人
一
な
お
、
旧
清
和
園
の
跡
地
に
つ
い
て

一

ホ

l
ム
の
環
身
と
レ
て
溺
切
で
な
い
こ
一
は
、
前
営
住
宅
の
題
設
が
予
定
さ
れ
て

ホ
と
な
ど
か
ら
、
静
か
な
市
木
へ
移
転
新
一
い
ま
す
。
一
四
十
五
年
度
よ
り
桑
田
県
孝
行
な
い

新

築

し

た

も

の

で

す

。

一

一

朗

育

を

開

始

し

て

お

り

ま

す

が

、

昨

年

圏

一

一

度

は

年

間

に

ご

一

間

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
を

一

ZZEE-盟
国

F
Z
F〓
ご
ご
羽
ご
ご
と
也
一
生
産
し
百
一
一
+
七
万
円
の
所
得
を
似
て

清

一

新

し

い

農

議

経

噛

闘

で

高

生

藤

一

お

り

ま

す

。

本

年

度

は

春

蚕

期

に

二

一

六

こ

一

一

箱

を

飼

育

し

、

上

繭

一

O
一
パ
)
キ
ロ
ク

け

一

冨

士

ケ

丘

協

業

生

産

組

合

一

一

フ

ム

左

空

ハ

月

八

居

間

致

し

主

要

対

策

の

た

め

、

苦

笑

の

飼

↑

ん

を

通

じ

と

連

絡

く

だ

さ

い

。

成

一

一

し

た

。

星

計

画

に

よ

れ

ば

本

年

度

は

す

方

の

普

及

と

不

用

犬

の

買

上

げ

、

至

難

瀦

L
議
き
い

完
一
富
士
山
地
区
に
お
け
る
農
地
開
章
一
る
も
の
で
す
。
て
五
古
和
を
飼
育
し
、
六
百
庁
円
以
上
一
草
案
砲
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
で
忌
離
職
錦
織
麟
欝

一
言
、
一

2年
代
に
対
応
す
る
主
富
士
山
地
区
に
お
け
る
農
地
造
成
は
一
の
所
得
を
あ
げ
る
と
の
こ
と
で
す
o

一
は
、
こ
の
た
び
写
真
の
よ
う
な
、
捕
か
一

y
J
d錦
織

縦

一
重
体
の
自
立
農
家
聖
育
成
す
る
た
一
着
々
と
進
み
、
現
在
ま
で
に
約
五
三
一
新
し
い
農
護
震
対
す
る
冨
モ
ヶ
一
く
笹
量
惜
し
て
、
野
犬
掃
と
う
の
強
一
れ
示
¥
鳩
議
総

一
め
、
大
規
模
の
農
用
地
を
造
で
て
桑
一
ク
タ
l
ル
の
農
地
震
を
完
了
し
て
ぉ
一
丘
協
業
牛
産
組
合
室
長
武
田
喜
一
化
を
図
り
ま
ず
か
ら
飼
い
犬
は
、
必
ず
一

J
'
J川
鱗

一
関
管
理
、
育
一
鷲
を
機
械
化
し
、
一
霞
作
一
り
ま
す
。
一
氏
)
関
係
者
の
努
い
け
に
よ
る
多
大
な
旦
つ
な
い
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。
一
品
鰻
パ
i
，
鶴

一
業
依
系
に
よ
る
高
能
率
、
高
生
産
の
近
一
芸
一
宏
話
回
に
つ
い
て
は
、
喜
筆
蚕
業
買
が
今
後
共
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
と
一
な
お
、
野
犬
と
思
わ
れ
る
犬
の
た
ま
一
一
、
?
に
勺
齢
制

一
代
議
蚕
企
業
団
地
を
創
設
レ
ょ
う
と
す
一
技
術
指
導
所
の
指
導
に
よ
っ
て
、
昭
和
一
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
り
翠
一
寸
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
区
一
長
さ

-

J

i

i

j

V

鰯
側

W
4
1
6
1
d
i
d
-
-
t
e
t
4
1
1
;
t
e
t
叩
作
件
。
北

1
0ゆ
崎
北
現
時
咋
ゆ
吋
的
件
特
咋
的
咋
作
件
。
件
。
咋
ゆ
ゆ
ゆ
吋
ゆ
仲
ゆ
咋
砂
時
ゆ
吋
ゆ
仲
ゆ
ゆ
作
件
。
件
。
叫
O
咋ゆ叫

ohれ
hvO朴付。

o
t

一
h

一
一
主
義
路
欝

地
万
一
別
法
の
改
正
に
伴
い
、
大
洲
市
ハ
老
年
者
(
満
六
十
五
歳
以
上
)
、
@
所
得
訓
の
税
巡
が
上
の
表
の
と
お
り
(
い
わ
ゆ
る
併
用
住
宅
}
の
敷
地
の
用
下
&
総
轍
翻
麟
融
機
鱗

…
-f…ト
~1JH仁川一一一
I
n
f・
W
………

HJ条
例

を

一

部

改

正

し

、

市

民

税

の

各

事

控

除

、

勤

労

学

生

産

、

一

般

緩

和

さ

れ

ま

し

た

o

に
供
さ
れ
て
い
る
一
定
面
積
ま
で
の
土
時
麟
麟
麟
闘
機
鱗

菅
島
…
…
…
…
・
…

μ
山心

;-m
雲

監

の

引

主

げ

や

固

定

資

産

杭

障

害

者

間

除

(

そ

れ

ぞ

れ

十

万

円

)

固

定

資

産

税

地

〕

に

つ

い

て

は

宮

担

の

軽

減

を

一

-

弔

慰

金

主

絡

さ

れ

ま

す

。

一

七

月

一

日

か

ら

一

ヶ

月

間

行

な

わ

れ

工
ぷ
Z
自
立
国
u
u一
一

日

町

一

時

間

日

日

刊

つ

出

甘

い

一

臨

む

一

市

河

川

す

み

一

係

品

川

町

時

住

吉

た

の

緩

い

心

毒

薬

害

;
ん
い
川
変
W
u
h
u
-お
も

な

も

の

は

次

の

と

お

一

軒

目

が

拡

大

い

て

は

(

八

万

円

)

が

十

五

万

円

に

塁

用

地

れ

れ

れ

一

ニ

ド

一

日

一

特

別

弔

慰

金

が

支

給

一

ま

れ

し

今

ま

で

に

改

正

前

の

規

定

一

防

止

に

告

訴

RE

川

町

一

品

…

翻

…

…

…

…

市

民

税

い

ま

ま

で

は

一

定

の

要

件

に

該

当

告

し

1Jt訪

日

ま

日

時

固

定

資

産

仰

を

一

一

分

の

軒

仕

立

時

計

四

五

百

四

川

て

い

る

か

た

は

該

当

ぃ

一

喜

多

地

区

更

生

保

護

婦

人

会

Eu--碍

一

一

川

口

各

種

陀

除

額

の

引

主

げ

す

る

扶

養

親

族

を

有

す

る

者

と

な

っ

て

に

そ

れ

ぞ

れ

引

き

上

官

れ

ま

し

た

。

一

に

軽

減

さ

れ

ま

す

の

で

乙

の

旦

十

年

四

月

百

か

ら

正

十

七

年

一

一

一

一

7
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、
一

ふ

品

川

ィ

時

間

日

開

封

印

町

一

昨

日

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

日

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

日

駐

日

前

桂

三

日

河

川

叶

福

祉

事

務

所

へ

請

求

し

て

く

一

「

J

日目」

…

uJf一

割

引

控

除

(

十

四

万

円

)

が

十

五

万

円

に

得

意

百

五

十

万

円

以

下

で

あ

れ

ば

か

る

望

書

に

つ

い

て

は

昭

和

室

長

さ

全

通

し

て

君

主

主

昭

和

四

十

七

年

四

月

一

臼

に

お

い

て

で

の

理

わ

し

い

れ

と

も

i一

線

般

に

主

将

扶

養

護

(

十

一

万

円

)

が

十

二

万

寡

婦

に

該

当

し

章

援

護

け

ら

四

十

八

年

度

お

よ

び

昭

和

平

九

年

度

o

な

お

こ

の

盟

ロ

は

一

度

行

な

え

ば

あ

弔

問

河

川

見

詰

尚

一

間

口

同

市

h
!一

上
水
道
、
簡
易
水
道
の
水
道
裂
の

む
白
山
間
-W
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
れ
る
こ
と
足
り
ま
し
た
o

に

お

い

て

税

重

量

警

緩

和

す

る

と

は

量

の

あ

っ

た

人

の

み

が

一

旦

三

一

一

一

基

礎

と

な

る

量

蓄

の

メ

ー

タ

ー

を

毎

議
場

t
iの

な

い

世

帯

二

;
iまた

s
i
b
i
-
-す

れ

ば

よ

い

も

の

一

一

愛

煙

家

は

市

内

で

た

ば

こ

を

買

い

ま

し

さ

つ

T
i
t
i。

齢
J-
一
…
と
山
一
人
目
の
扶
養
護
に
か
か
る
扶
養
J

言

語

の

非

課

税

の

限

度

額

(

三

五

十

年

度

か

ら

詰

額

に

基

づ

い

て

課

で

す

o

ま
た
正
当
な
事

7
8
r
皆
さ
ん
が
一
旬
日
吸
っ
て
い
ら
れ
る
「
た
ば
こ
」
を
市
内
で
買
っ
て
い

L

と
こ
ろ
が
、

2
2
A

聯
鞠
ィ
~
:
一
戸
川
除
(
十
二
万
円
」
が
十
四
万
円
前
十
八
万
円
)
が
四
士
一
一
万
円
に
引
き
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
住
宅
な
か
っ
た
場
合
は
震
を
斜
せ
ら
れ
る
一
一

-

Z

Z

ス
ボ
ン
ベ
等
が
お
い
て
あ
る
た
め

・
時
時

J
三

十

主

・

引

き

上

げ

ら

れ

ま

し

た

。

上

げ

ら

れ

ま

し

た

。

用

地

〔

も

っ

ぱ

ら

居

住

の

用

に

供

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

o

r

z

だ
く
と
、
た
ば
こ
消
費
税
と
な
っ
て
市
の
収
入
に
な
り
ま
す
0

1

検
針
か
出
来
な
い
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

時

顎

…

…

一

…

;

-

?

老

人

(

満

七

十

歳

以

上

)

の

扶

養

@

肉

用

牛

の

売

却

に

よ

る

霊

著

書

い

わ

ゆ

る

専

用

車

ま

た

は

以

上

が

改

正

の

主

点

で

す

が

、

な

一

一

旅

行

さ

れ

る

と

き

も

市

内

で

た

ば

こ

を

買

い

ま

し

ょ

う

0

2
蓄
の
上
陸
、
物
を
お
か
な
い

山
ペ
プ
三
J
J

・H
J
V
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a

・-H
・一

-
M

控

除

十

四

万

円

が

新

た

に

も

う

け

ら

免

税

措

置

の

適

用

期

限

が

昭

和

五

十

そ

の

一

部

を

人

の

居

住

の

用

に

供

す

る

お

詳

細

に

つ

い

て

は

市

税

務

課

へ

お

間

一

…

巴

ょ

う

と

協

カ

く

だ

さ

い

。

れ

ま

し

た

。

三

年

度

ま

で

延

期

さ

れ

ま

し

た

。

家

屋

で

居

住

窓

会

四

分

の

一

以

上

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い
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I期

縁

と

閑

静

な

地

税民市

転

___L 

/'¥ 

七

自

移

月

昭和 48年 6月第 208号

市の人口(6月 1日)

人口 380157人
男 18，021人女

世帯数 10，384世帯

面 積 240，竹平方キロメートル

発 行大洲市役所

編集 総務課

20，136人

(1) 

同¥ 税 率 I2 % I 3鋭 I 4必 I 5形 I 6 96 1 

所 15万円 150万円
47年度 以下 をこえ をこえ をこえをこ え

得 る金額 る金額 る金額 る金額 をこえる
金額以上

段 昭和 30万円 30万円 50万円 80万円 110万円 はでのい税ま率ま
度以下 をこえをこえを乙えをこ え

階 48年 lる金額 る金額|る金額 る金額です。
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甲つ
り

ん

大
洲
小
学
校
五
牛

上

叩

加

代

子

対

市
保
険
衛
生
課

大
洲
市
区
長
会
長

策
箱

ミIL
両又

置

。、

市立大洲小学校章

ふ
う
り
ん
が
、
風
に
ふ
か
れ
て

「
ち
り
ん
」
と
鳴
る

い
い
ね
い
ろ
、
す
ず
し
い
感
じ
が

体
に
感
じ
る
。

ふ
う
り
ん
は
、
心
を
き
よ
め
て
く

れ
る

ふ
う
り
ん
は
、
し
ぜ
ん
の
中
に
鳴

っ
て
い
る
よ
う
だ

「評」風
の
中
に
す
ず
し
さ
を
感
じ

た
と
こ
ろ
に
、
刺
か
い
季
節
感

が
、
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

自
然
の
中
に
心
を
ひ
ら
い
で
、

自
分
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

同
校
教
諭
横
手
英
彦

農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
書
を

縦
覧

大
洲
市
農
業
娠
興
地
域
繋
備
計
画
蓄

が
出
米
ま
し
た
o
乙
の
計
向
蓄
を
法
律

一
第
十
一
条
に
基
づ
い
て
、
昭
和
四
十
八

こ
一
年
六
月
一
日
よ
り
七
月
二
日
ま
で
市
役

う
一
所
産
業
第
一
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
レ

込
一
ま
す
。

ι
一
異
議
の
申
し
立
て
は
、
縦
覧
規
開
の

同
一
満
了
の
日
の
顎
日
か
ら
起
算
し
て
十
五

誠
一
日
以
内
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

刷

一

産

実

第

一

課

の一
ど
一

T4J

一

J''

一

供
一

子
一

社
会
を
明
る
く
す

る
運
動

水
道
課



乙
と
レ
も
五
月
二
十
五
日
現
在
、
県
-
意
し
て
お
れ
ば
防
げ
た
も
の
で
あ
り
ま

一
下
で
す
で
に
九
人
の
幼
い
命
が
う
ば
わ
一
す
。

一

れ

て

お

り

ま

す

。

一

お

そ

ろ

し

い

水

の

事

故

を

防

ぐ

た

一
水
か
ら
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
、
一
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
次
の
乙
と
に
注
意

一
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
地
域
ぐ
る
み
で
子
一
レ
、
事
故
の
防
止
対
策
を
強
く
進
め
ま

一
ど
も
た
ち
を

n
愛
の
日
“
で
見
守
り
ま
一
し
よ
う
。

一

レ

ょ

う

。

一

手

ど

も

の

遊

び

場

所

を

知

り

、

幼

児

一
も
っ
と
も
多
い
幼
児
の
転
落
事
故
一
は
自
の
と
ど
く
安
全
な
と
こ
ろ
で
遊
ば

一
ム
幼
児
が
ひ
と
り
で
遊
ん
で
い
て
足
を
一
せ
る
。

「
水
の
悲
劇
」
は
陽
気
の
上
昇
と
と
一
す
べ
ら
せ
て
転
落
。
一
野
つ
ぼ
、
野
井
戸
、
貯
水
そ
う
な
と

も
に
毎
年
春
さ
き
か
ら
多
く
な
っ
て
き
一
ム
幼
悶
だ
げ
で
遊
ん
で
い
て
海
や
川
、
一
の
危
険
な
か
所
を
地
域
ぐ
る
み
で
点
検

ま

す

。

一

池

、

貯

水

そ

う

な

ど

に

転

落

。

一

レ

、

フ

タ

や

す

ク

を

つ

け

る

。

乙
と
レ
も
、
ま
た
水
に
親
レ
む
季
節
一
ム
水
遊
び
中
、
深
み
に
は
い
っ
て
お
ぼ
一
泳
げ
な
い
者
だ
け
で
ボ
l
ト
遊
び
ゃ

に
な
り
、
魚
と
り
、
水
遊
び
な
ど
水
辺
一
れ
た
。
一
イ
カ
ダ
遊
び
を
さ
せ
な
い
。

、
で
た
わ
む
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
目
一
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
も
っ
と
も
多
い
の
一
川
や
池
な
ど
で
危
険
な
遊
び
を
し
て

を
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
レ
た
。
一
が
幼
児
の
転
落
事
故
で
す
。
一
い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た
と
き
は
、
そ

声
こ
れ
か
ら
の
水
遊
び
に
は
多
く
の
危
一
こ
れ
ら
の
事
故
は
、
保
護
者
が
子
一
の
場
で
注
意
し
て
や
め
さ
せ
る
。

一
険
が
と
も
な
い
、
毎
年
い
た
ま
し
い
犠
一
ど
も
か
ら
自
を
は
な
し
た
わ
ず
か
な
ス
一
一
刀
一
に
そ
な
え
て
人
工
呼
吸
器
管
身

の
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。
キ
に
お
乙
っ
た
ち
の
で
、
保
護
者
が
注
一
に
つ
け
る
。
(
防
犯
少
年
課
)

愛

ー

一一
魔水

日

地
域
ぐ
る
み
で
愛
の
ひ
と
声
を

2 0 昭和 48年 6月=-nt 居ζ時す抑制
， 

ー
第 2" 8号

大

洲

市

指

定

名

勝

臥

竜

と

亀

山

公

園

所

有

者

河

内

陽
大

洲

カ
ー
テ
ン
等
は
防
炎
物
品
に

消

防

法

を

改

正

鹿
野
川
タ
ム
符
理
事
務
所

農

事

メ

モ

城
下
町
大
開
市
東
端
の
清
流
肱
川

随
一
の
景
勝
地
で
あ
り
、
神
楽
山
を

背
景
と
し
た
約
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

が
河
内
陽
一
郎
邸
「
臥
竜
山
在
」
で

す
。
臥
竜
の
歴
史
に
つ
い
て
は
詳
ら

か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
玄
禄
年
聞
に

藤
堂
高
虎
の
一
族
で
藤
堂
勘
兵
衛
が

私
宅
と
レ
て
庭
園
を
造
っ
た
と
ほ
え

ら
れ
、
後
に
藩
主
加
藤
泰
恒
侯
は
乙

の
地
を
愛
レ
、
桜
を
吉
野
か
ら
、
カ

エ
デ
を
竜
田
か
ら
移
値
レ
風
情
を
加

え
た
と
い
い
ま
す
。

明
治
三
十
年
頃
当
主
先
代
河
内
寅

次
郎
氏
は
こ
の
地
を
購
入
し
て
、
現

在
の
ご
と
く
態
築
庭
園
等
の
結
構
を

整
え
ま
レ
た
。
山
荘
は
不
老
庵
、
臥

竜
院
、
知
止
庵
、
庭
園
臥
竜
蓬
ら
い

山
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
寅

次
郎
氏
は
桂
離
宮
、
修
学
院
離
宮
、

一

改

正

し

て

こ

れ

ら

も

ふ

く

め

て

、

す

べ

留

峰

崎

代

崎

閃

一

6
月

首

弘

岡

内

税

④

3
6
3

一

て

防

炎

物

品

で

な

け

れ

ば

使

用

す

る

と

(

目

l
i
l
i
-
-
-
i
l
i
-
-
-
i

一

菊

原

義

ク

4
6
4
6

一

一

H

H

一7
月
1
日
加
戸
外
制
桝
，
H

一

と

が

で

き

な

く

な

り

ま

し

た

。

一

一

夏

期

特

別

貯

蓄

増

強

運

動

実

施

中

一

一

城

戸

眼

斜

9
3
3
8

一

防

炎

物

品

で

な

い

も

の

を

使

っ

て

お

一

・

一

一

ら

れ

る

場

合

は

、

で

き

る

だ

け

は

や

く

一

↑

貯

蓄

で

き

ず

こ

う

明

る

い

社

会

一

7

8日
浦
岡
小
児
ヲ

2
2
4

一

・

四

一

鎌

田

産

婦

斜

9
2
7
5
3

火
災
は
、
ヵ
テ
ン
の
よ
う
に
た
れ
一
帳
、
布
製
ブ
ラ
イ
ン
ド
等
は
防
炎
性
能

τ問
灸

処

理

室

す

か

防

炎

処

理

守

れ

た

一

一

未

来

を

大

き

く

夢

あ

る

設

計

…

7
日

日

藤

本

語

9
2
f
o

さ
が
っ
て
い
る
も
の
を
っ
た
っ
て
天
井

τ署
す

る

物

品

(

防

炎

物

品

日

で

な

け

十

も

の

と

取

り

替

え

て

く

だ

さ

い

一

f
i
l
i
-
-
-
i
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-一
面

審

9
2
4
2
9

に

燃

え

う

つ

り

拡

大

す

る

乙

と

が

よ

く

一

れ

ば

需

す

る

乙

と

が

で

き

な

く

な

っ

一

防

炎

物

品

の

入

手

方

法

一

大

洲

市

も

車

庫

法

一

て

い

ま

レ

た

が

、

六

月

百

か

ら

大

洲

一

9

営

安

達

内

桝

9
2
5
3
5

あ

り

ま

す

。

一

て

お

り

ま

す

。

一

夏

物

品

は

、

販

売

肪

で

「

契

品

一

が

適

用

一

市

も

霊

法

が

適

用

さ

れ

る

と

と

に

な

一

村

上

外

斜

9
2
2
6
2

そ
の
た
め
消
防
法
で
は
、
容
量
映
画
館
、
公
会
堂
、
集
会
場
、
パ

i
て

と

指

定

し

て

購

入

す

る

室

長

一

E車

を

追

放

す

る

量

の

保

一

り

ま

し

た

。

一

診

療

時

間

午

前

八

時

半

卒

後

六

時

に

簡

す

る

カ

ー

テ

ン

、

車

、

ど

ん

一

キ

ャ

バ

レ

ー

、

遊

技

場

、

富

底

、

喫

一

物

品

で

な

い

も

の

を

出

炎

加

工

適

合

一

管

場

所

法

(

車

庫

曹

は

、

い

ま

ま

で

一

車

庫

法

が

適

用

さ

れ

ま

す

と

、

奇

h
!
!
!
1
t
t
!
!
h
k
、
‘
、
E
h
-
-
、
h
h
、
、
、
!
・
号
、
‘
、
、
、
町
、
、
旬
、
.
一
茶
臣
、
飲
食
居
、
百
貨
居
、
マ
l
ケ

ッ

一

施

設

」

で

加

工

し

て

「

防

炎

加

工

習

フ

一

人

口

十

万

人

以

上

の

都

市

に

適

用

さ

れ

一

市

内

で

普

通

自

動

車

以

上

(

十

月

百

一
れ
ま
レ
た
。
一
ト
、
震
を
罪
す
る
語
、
旅
館
、
一
ベ
ル
」
を
添
せ
て
も
ら
う
方
法
と

p

i

l

i

-

-

ー
一
か
ら
は
自
も
該
当
)
の
車
の
保
有

慰
霊
塔
建
設
協
賛
会
が
設
立
一
長
時
町
一
時
十
鶴
見
持
品
A
一
あ
り
ま
す
。
一
日
時
計
一
汗
昨
日
十
一
商
盾
・
中
小
企
業
者
の
一
句
者
時
臨
時
れ
れ
は

一

タ

山

内

茂

八

一

場

、

そ

の

ほ

か

と

れ

ら

に

類

す

る

も

の

一

販

売

事

で

防

炎

物

品

を

販

売

す

る

百

法

律

上

諸

務

が

あ

り

ま

す

が

、

住

宅

一

一

ら

れ

ま

す

。

大

洲

市

出

身

者

で

富

の

役

以

降

の

一

語

、

六

月

十

五

日

の

設

立

総

会

に

一

ク

車

整

一

考

す

。

一

際

は

、

表

示

義

務

づ

け

ら

れ

て

い

ま

一

に

も

防

炎

物

品

を

使

用

す

る

よ

う

に

一

退

職

金

制

度

に

加

入

し

ま

し

ょ

う

一

一

方

青

空

駐

車

で

は

展

開

士

一

語

諸
戦
役
で
困
難
に
殉
じ
た
英
霊
お
よ
び
一
お
い
て
次
の
か
た
が
た
が
役
員
と
な
ら
一
そ
の
ほ
か
理
事
十
八
名
監
事
一
宏
二
し
か
し
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
一
す
か
ら
確
か
め
て
購
入
し
て
く
だ
さ
い
一
い
た
し
ま
レ
ょ
う
。
一
一
夜
間
八
時
間
以
上
の
路
上
駐
車
が
い
ず

消
防
、
そ
の
他
公
費
警
の
誇
英
霊
一

1

1

1

1

1

1

i

l

l

-

-

-

|

|

一
現
在
で
使
用
し
て
い
た
も
の
は
、
適
用
一
(
た
だ
し
、
棄
の
義
務
は
、
現
在
一
な
お
、
く
わ
し
い
乙
と
は
山
防
署
へ
一
乙
の
制
度
は
、
震
に
勤
め
る
質
一
国
の
毒
で
大
企
業
と
同
じ
よ
う
な
退
一
れ
も
違
反
の
対
象
と
な
り
、
さ
ら
に
、

首
の
遺
烈
を
顕
彰
す
る
慰
霊
塔
を
怨
設
す
一
一
を
除
外
し
て
い
ま
し
た
が
、
消
防
法
を
一
準
備
期
間
中
で
昭
和
四
十
九
年
一
月
四
一
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
や
中
小
企
業
従
業
員
の
救
済
制
度
で
、
一
職
金
を
支
払
っ
と
と
が
で
き
る
よ
う
に
一
昼
間
連
続
的
に
十
一
一
時
間
以
上
で
な
く

↓

る

た

め

、

書

慰

霊

霊

童

一

ダ

ム

の

放

流

に

注

意

一

F

I

l

l

-

-

ー

す

る

こ

と

を

島

と

し

て

、

雪

干

一

と

も

、

宣

言

寄

金

一

が

設

立

さ

れ

ま

し

た

。

一

一

散

布

は

し

な

い

。

一

一

一

四

年

に

国

の

中

小

企

業

対

策

の

一

環

と

一

場

所

。

に

し

て

い

る

こ

と

が

立

証

さ

れ

一

そ

し

て

島

震

の

た

め

次

の

事

業

一

サ

イ

レ

ン

は

5
回

一

@

病

害

虫

防

除

一

一

一

し

て

制

定

さ

れ

ま

し

た

o
中
小
企
業
の
一
れ
ば
取
り
締
り
の
対
象
と
な
る
場
合
が

一

学

行

な

い

ま

す

。

一

一

R

E

g

E

-

E

B

一

一

一

従

業

者

の

福

刊

誌

増

進

と

属

用

の

安

定

一

あ

り

ま

す

の

で

注

意

し

て

く

だ

さ

い

。

一

①

霊

事

霊

一

一

ツ

マ

グ

ロ

ヨ

コ

バ

イ

、

ヒ

メ

ト

ピ

一

一

一

を

は

か

り

ひ

い

て

は

商

庖

や

中

小

企

業

一

な

お

登

録

に

必

要

な

自

動

車

保

管

場

一

②

慰

霊

惜

建

設

資

金

の

調

達

一

肱

川

沿

い

の

皆

さ

ん

は

、

こ

れ

か

ら

一

の

水

を

流

す

乙

と

も

あ

り

ま

す

。

一

ク

ン

カ

は

、

警

官

軍

は

平

年

並

で

あ

一

一

一

の

振

興

と

発

震

に

役

立

て

る

と

と

を

ね

一

所

証

明

に

つ

い

て

、

く

わ

し

い

乙

と

は

一

慰

霊

塔

を

建

設

す

る

た

め

の

協

賛

会

一

水

泳

に

、

魚

と

り

に

と

、

肱

川

の

戒

に

一

こ

の

よ

う

に

ダ

ム

か

ら

水

を

流

す

の

一

る

が

発

生

時

期

は

や

h

早
い
と
予
組
一
一
一
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
一
大
型
昼
間
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

一

は

、

市

内

各

方

面

の

代

表

者

に

よ

り

構

一

親

し

ま

れ

る

シ

ー

ズ

ン

が

や

っ

て

き

ま

一

は

、

大

雨

が

ふ

り

洪

水

に

な

っ

た

時

ば

一

さ

れ

て

い

ま

す

。

三

掛

金

は

四

O
O円
か
ら
自
由
に
加
入
一
ぃ
。

一

成

さ

れ

、

患

設

委

員

会

と

募

金

委

員

会

一

レ

た

、

ま

た

洪

水

の

時

期

で

も

あ

り

ま

一

か

り

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

一

そ

乙

で

七

月

十

日

と

二

十

日

ご

ろ

一

一

一

で

き

、

一

般

会

社

同

様

の

退

職

金

が

得

一

を

設

防

、

震

設

一

場

所

の

選

定

、

建

再

設

計

す

。

一

ダ

ム

か

ら

水

を

流

す

時

は

必

ず

す

イ

一

を

中

心

に

レ

て

、

、

ウ

ン

カ

と

メ

イ

一

一

一

ら

れ

ま

す

。

一

画

の

作

成

お

よ

び

募

金

計

画

の

具

体

的

一

露

出

合

、

肱

川

下

流

の

平

野

一

レ

ン

を

五

凶

鳴

ら

レ

号

、

ま

た

章

一

虫

の

同

時

模

型

、

十

ア

ー

ル

当

一

一

一

な

お

七

月

上

旬

に

と

の

乙

と

に

つ

い

一

方

撃

を

決

定

レ

、

慰

霊

の

早

期

実

言

洪

水

よ

り

守

る

た

め

造

ら

れ

た

も

の

一

車

に

よ

っ

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

た

り

三

キ

ロ

グ

ラ

ム

長

官

四

キ

一

一

一

て

の

説

明

会

を

商

工

会

議

所

で

お

と

な

一

現

申

告

期

す

る

と

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

で

あ

り

ま

す

。

一

乙

の

時

は

、

肱

川

の

水

が

急

に

を

一

九

ロ

グ

ラ

ム

-

を

散

布

す

る

。

い

も

ち

一

一

一

い

ま

す

。

詳

細

に

つ

い

て

は

市

商

工

観

一

国

家

の

た

め

に

殉

ぜ

ら

れ

た

英

語

畳

に

一

ダ

ム

の

貯

水

池

に

入

っ

て

く

る

洪

水

一

ま

す

、

そ

の

た

め

に

水

の

事

故

を

起

こ

病

常

発

地

は

、

い

も

ち

)

郡

山

除

薬

を

一

一

一

光

一

諜

ま

た

は

、

商

工

会

議

所

へ

お

闘

い

一
報
い
る
た
め
、
全
市
民
の
心
の
こ
も
っ
一
を
た
め
て
、
ダ
ム
よ
り
の
放
流
を
出
米
一
さ
な
い
よ
う
雪
c
ん

注

意

し

て

く

だ

さ

同

時

散

布

し

て

く

だ

さ

い

。

一

一

一

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

た

浄

財

を

つ

の

り

ま

す

の

で

立

派

な

慰

一

る

だ

貯

小

さ

く

し

て

い

ま

す

。

一

ぃ

。

大

洲

農

業

改

良

背

及

所

一

一

一

霊

塔

の

笑

現

が

で

き

ま

す

よ

う

、

格

別

一

そ

の

た

め

ダ

ム

の

水

の

た

ま

り

具

合

一

一

一

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
に
よ
っ
て
は
、
大
雨
が
降
る
前

4

1

一

水

稲

肥

培

管

理

七
月
の
天
候
は
六
月
に
つ
づ
い
て

梅
雨
前
線
の
活
闘
が
活
発
で
大
雨
の

恐
れ
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
一
時
夏
の

よ
う
な
天
候
と
な
る
が
、
中
旬
に
は

天
候
が
く
ず
れ
ま
す
。
梅
雨
あ
け
は

平
年
並
か
や
h
遅
れ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
乙
の
よ
う
な
天
候
下
に
お

い
て
稲
の
生
育
は
、
今
月
が
米
の
収

量
決
定
要
素
の
穏
数
確
保
の
時
期
で

あ
り
、
六
月
中
、
下
旬
に
植
え
た
も

の
は
、
七
月
中
旬
ま
で
に
有
効
苓
数

(
撲
を
二
枚
以
上
つ
け
た
分
け
つ
数

)
を
確
保
す
る
乙
と
が
必
要
で
す
。

そ
乙
で
次
の
乙
と
に
注
癒
し
ま
し
ょ

う。@
水
管
理

回
備
後
三
十
'
h
三
十
五
日
た
つ
と

有
効
茎
も
確
保
さ
れ
ま
す
の
で
、
下

旬
に
は
中
干
レ
を
行
な
う
。
中
干
レ

の
程
度
は
土
壌
水
分
が
六
十
%
が
良

く
、
水
田
の
表
面
に
小
さ
な
亀
裂
(

一
仰
以
上
に
な
る
と
筈
が
出
る
)

が
出
来
る
ま
で
と
す
る
。
こ
の
中
干

し
の
時
期
に
二
凶
l
Dの
散
布
を
行

な
う
。。

雑
草
防
除

回
他
後
七
t
p
十
二
円
自
に
向
う
除

草
剤
と
し
て
、
サ
タ
ー
ン
8
や
モ
ゲ

サ
ン
ト
(
ク
リ
カ
ワ
に
効
果
人
)
が

あ
り
ま
す
。
十
ア
i
凡
当
た
り
の
使

用
量
は
、
サ
タ
l
ン
S
は
ニ
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
モ
ゲ
サ
ン
ト
は
凶
キ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

注
怠
点
と
し
て
は
、
サ
タ
l
ン
S

は
回
傾
後
十
15
十
二
日
で
水
持
ち
の

悪
い
水
田
ゃ
、
古
川
の
柔
ら
か
い
時
、

温
度
が
急
上
昇
す
る
梅
雨
あ
け
の
時

は
使
用
を
さ
け
、
散
布
む
ち
ゃ
多
目
黒

市郎

× 

× 

ま
し
た
。
ま
た
工
事
は
京
都
十
職
の

名
工
と
加
え
て
約
九
千
人
役
を
費
レ

て
完
成
し
ま
レ
た
。
庭
園
は
神
戸
の

植
徳
が
十
年
を
費
レ
て
繁
庭
し
た
も

の
で
石
材
や
石
積
み
に
も
趣
向
を
乙

ら
し
巨
木
の
中
に
多
種
の
積
物
が
一

面
に
庭
を
う
ず
め
て
い
ま
す
。

臥
竜
の
上
流
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の

亀
山
公
宮
十
八
ア
ー
ル
の
岩
山
は
、

新
谷
池
田
鉄
太
郎
民
が
庭
園
と
し
て

自
然
の
上
に
巧
み
に
手
を
加
え
て
い

ま
し
た
が
大
正
十
五
年
大
洲
町
に
寄

贈
さ
れ
公
園
地
と
し
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

公
園
丘
上
か
ら
は
、
国
民
宿
舎
臥

竜
苑
が
水
上
に
浮
ん
で
み
え
、
臥
竜

に
続
く
蛇
行
形
の
清
流
や
周
辺
の
連

峰
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
教
育
委
員
会

× 

ま
ご
こ
ろ
銀
行

へ
預
託

一
万
五
千
円
大
洲
市
青
年
会

使
用
ず
み
切
手
一
三
、
六
O
O枚

大
淵
市
ス
洲
九
七
二
補
野
四
郎

ま
と
こ
ろ
銀
行
へ
善
意
の
基
金
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
洲
市
社
会
編
祉
協
議
会

マ
イ
ホ
ー
ム
鴫
つ
く
り
に

住
宅
金
融
公
庫

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
四
十
八
年
度

も
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
に
と
利
用
い
た

だ
く
た
め
、
五
月
十
日
か
ら
建
設
資
金

の
僑
入
れ
申
し
込
み
が
始
ま
寸
て
い
ま

す。自
分
か
住
む
た
め
の
住
宅
を
必
要
と

す
る
か
た
は
、
次
の
金
融
機
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

伊
予
銀
行
、
東
邦
相
互
銀
行

愛
媛
相
互
銀
行
、
愛
媛
信
用
金
庫

震
媛
県
労
働
金
庫

愛
媛
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会

l
新
刊
図
書
案
内

i

講
談
社
創
作
童
話
シ
D
lズ

-
大
恐
竜
運
動
ピ
ア
カ
ン
作
戦

2
ま
ほ
う
っ
か
い
の
く
し
ゃ
ん
ね
乙

3
オ
バ
ケ
ち
ゃ
ん

4
海
の
中
の
き
り
ん

丘
二
丁
目
が
戦
争
で
す

6
海
の
お
く
り
も
の

7
よ
わ
む
し

y
ヨ
シ

8
と
ベ
ζ
と
が
ぼ
く
ら
の
防
だ

9
と
ら
う
き
ぷ
っ
ぷ

mヲ
ッ
ハ
ヲ
ッ
ハ
ハ
イ
の
ぼ
う
げ
ん

ロ
ゅ
う
じ
の
大
り
ょ
と
う

"
と
わ
「
ぱ
の
か
み
さ
ま

は
い
ぬ
は
王
さ
ま

少
年
版
江
戸
川
乱
歩
選
集

-
蜘
般
男

3
幽
鬼
の
塔

2
一
寸
法
師

4
人
間
豹

5
三
角
館
の
恐
怖
8
幽
霊
零

田
川
歌
の
作
り
方
(
木
俣
修
)

僕
た
ち
の
失
敗
(
有
川
達
三
)

寝
ぼ
け
署
長
(
山
本
周
五
郎
)

探
偵
事
務
所
訪
(
大
薮
春
彦
)

黒

の

構

図

(

佐

賀

潜

)


